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浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、
3

月
24
日
か
ら
27
日
に
か
け
て
、

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備（
※
１
）が

陸
上
輸
送
で
御
前
崎
港
か
ら
発
電

所
構
内
へ
運
ば
れ
ま
し
た
。
本
設

備
は
安
全
性
向
上
対
策
工
事
を

行
っ
て
い
る
4
号
機
に
据
え
付
け

る
も
の
で
、
現
在
は
、
掘
削
工
事

が
完
了
し
た
フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
室

へ
の
据
え
付
け
工
事
を
進
め
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機

（
※
２
）建
屋
の
耐
震
強
化
工
事
が

完
了
し
た
た
め
、
4
月
3
日
ま
で

に
発
電
機
を
搬
入
し
、
現
在
は
据

え
付
け
工
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
浜
岡
原
子
力
発
電
所
で
は
、
平

成
28
年
9
月
頃
の
工
事
完
了
を
目

指
し
、
今
後
も
発
電
所
の
安
全
性

を
よ
り
一
層
向
上
さ
せ
る
取
り
組

み
を
着
実
に
進
め
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

※
１
…
万
一
炉
心
損
傷
が
発
生

し
、
格
納
容
器
が
過
圧
さ
れ
る

状
況
に
な
っ
た
場
合
に
も
、
格

納
容
器
内
の
気
体
を
フ
ィ
ル
タ

を
通
じ
て
放
出
す
る
こ
と
に
よ

り
、
容
器
を
減
圧
し
て
破
損
を

防
止
す
る
と
と
も
に
、
大
気
に

放
出
さ
れ
る
粒
子
状
の
放
射
性

物
質（
セ
シ
ウ
ム
な
ど
）を
低
減

し
、
長
期
の
土
壌
汚
染
を
防
止

す
る
た
め
の
設
備
で
す
。

※
２
…
冷
却
設
備
な
ど
の
電
源
を

確
保
す
る
た
め
、
ガ
ス
タ
ー
ビ

ン
発
電
機
6
台
を
海
抜
40
㍍
の

高
台
に
設
置
し
ま
す
。
ガ
ス

タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の
合
計
出
力

は
１
万
９
２
０
０
㌔
㍗
で
、
こ

れ
は
中
規
模
水
力
発
電
所
の
出

力
に
相
当
し
ま
す
。

埋蔵文化財包蔵地
天ケ谷の城平

天
あま

ケ
が

谷
や

の城
しろ

平
ひら

は新野字中西に位置し、天ケ谷集
落に張り出した標高65㍍程の丘陵上の「城平」と呼
ばれる所に城跡があることから、その名が付けら
れました。城跡全体の遺構は南北約200㍍、東西
約170㍍の範囲に配置され、南北２つの曲

く る わ
輪が認

められます。北側には、土塁を巡らした曲輪とこ
れを守るための横掘や堀切などがあり、南側は三
方を掘切で守る形になっています。

天ケ谷の城平は、この地の在地領主として高橋
左
さこんの

近将
しょうけん

監という人が古文書に書かれていることか
ら、高橋城とも呼ばれています。ただし、現在遺
構として見えるのは、戦国時代の武田式築城法に
よるものと考えられることから、始めに高橋氏が
築いて居城とした城を、後に高天神城（掛川市）と
小川城（吉田町）・滝堺城（牧之原市）とを結ぶつな
ぎの城として、武田氏が手を入れたものと推定さ
れます。天ケ谷の城平には、武田式築城法の特徴
である二重堀と横掘が残存しています。

フ
ィ
ル
タ
ベ
ン
ト
設
備
、

　
　
ガ
ス
タ
ー
ビ
ン
発
電
機
の

　
　
　
　
搬
入
・
据
付
に
つ
い
て

菊川市高橋との
　　　　境に立地する城跡

▲フィルタベント設備を輸送する様子

▲天ヶ谷の城平の現状

市内新野地区

○
新野団地

神明神社

金山神社

天ケ谷の城平
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